

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































28) ｢男女交際論(第五)｣ 『女学雑誌』 117号(明治21年7月　7日)


















































4)Ol寺^J ｢干司ot7t卑斗千台(厨川白村), `己用句望o¶尊'千%｣ 『聖
書卑旦』 69,啓子望阜卑司　2006.pp.374-3750 (李承信｢厨川白村『近

































































































2)らいてう研究会編､ 『『育種』人物事典』 (大修館書店､ 2001年　p.10)
3)平塚らいてう｢世の婦人たちに｣ (『育種』 3巻4号､大正2年)
4)堀場清子著｢『育種の時代一平塚らいてうと新しい女たち』
(岩波新書1988年)
5)毛利三顧『イプセンのリアリズム』 (白鳳社､ 1984年pp.151-152)
6)中村都史子『日本のイプセン現象』 (九州大学出版会, 1997年)によれ
ば､明治　43　年,坪内造遥の｢近代劇に見えたる新しき女｣の講演か
ら本格化された｢新しい女｣を巡る議論は,翌年『青轄』の創刊と､
『人形の家』の上演があってから､大きな盛り上がりを見せていたと
説明している｡これは､当時の｢新しい女｣という言葉の流行に『人
形の家』が与えた強い影響を物語っている｡
7)金子幸代｢『人形の家』上演研究序説- ｢女子文壇｣と｢育種｣を視座
として-｣ (『富士大学人文学部40号』 2004年p.267)
8)｢｢人形の家｣の批評を皆さんが真面目になさったことは誠にうれしい｡
婦人自覚の曙光､婦人問題の発足点ともいうべきこの｢人形の家｣の批
評を新年号に掲載することの出来たのはめでたいことと喜んでいま
す｡ ｢人形の家｣に関する皆さんの原稿をすべて掲載することの出来な
かったのは残念でした｡それは頁数の都合と同一の意見感想の重複す
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るのを恐れてでした｡新年号を読んだ後に今一度御集りの時､感想を
言い合ってみたら面白いでしょう｡｣ (『音符』2巻1号､ 1912年1月
p.171)
9)中村都史子のこの解釈については､金子幸代(｢『人形の家』上演研究
序説- ｢女子文壇｣と｢音符｣を視座として-pp263-265｣ 『富士大
学人文学部40号』 2004年)の､ ｢音符社員たちの論点を子細に検討し
てみるならば,必ずしも社員たちが｢ノラの自覚｣を｢肯定的積極
的｣に受けとめていたとはいえない面が見てとれるのである｣という
指摘もある｡
10)長谷川啓｢(新しい女)の探究一附録『ノラ』『マグダ』『新しい女･
其他婦人問題に就て』｣ (『『育種』を読む』所収､ pp.291-292)
ll)前掲『日本のイプセン現象』 (p.338)
12)同上(p.339)
13)ノルウェー女権同盟の祝賀会(1898年5月26日)で､女性解放運動の
推進者としてイプセンが催されて出席していた時のスピーチo
｢私は女権同盟の会員ではありません｡私が書いてきたものには､何
ら意識的に宣伝しようというような考えはなかったのです｡私は､み
んなさんが一般にそうお思いになりがちなような社会哲学者という
より以上に､詩人でした｡みなさんの乾杯は感謝しますが､女権運動
のために私が意識的に働いたという名誉はお返ししなければなりま
せん｡私はこの女権運動が､実際にどういうものかさえよく知らなか
った､と言っていいくらいです｡私には人間の諸権利が問題だったわ
けでして､私の本をよく注意して読んで下さると､それがよくおわか
りになるでしょう｡もちろん､その他のすべてとともに女権問題を解
決するのも大切なことには違いありませんが､それだけが目的のすべ
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てではありません｡私の宿題は､人間描写にあったのです｡ (中略)私
には､いつもわが国を進歩させ､人民により高い基準を与えるという
宿題がありました｡これを成し遂げるには､二つの要素の協力が必要
です｡これは精力的で持続的な努力によって　=修養"と"訓練"の意
識的な感覚を喚起させる…母親たち"に適したものです｡この感覚は､
人々をより高い水準に引き上げるのが可能となる前に喚起されなけ
ればなりません｡人間の問題を解決するのは女性たちです｡母親とし
て､女性たちはそれを解決するのです｡またその資格においてのみ､
女性たちにはそれが解決できるのです｡女性の大きな宿題はここにあ
ります｡ありがとう!女権同盟に乾杯! ｣
原千代海訳『イプセンの手紙』 (未来社1993年pp422-423)
14)イプセン著/原千代海訳『人形の家』 (岩波書店1996年p.162)
15)同上(pp.171-173)
16)張競｢｢5章｣恋愛と｢家｣の葛藤｣ 『近代中国と｢恋愛｣の発見』 (岩
波書店､ 1995年)
17)堀場清子『青袴の時代一平塚らいてうと新しい女たち』 (岩波新書､
1988年p.210)
18)岩淵宏子｢セクシュアリティの政治学への挑戦｣ (新フェミニズム批
評の会編『『育種』を読む』学費書林1998年より再引用p.308)
19)前掲『近代日本とジェンダー』 (pp94-96)
20)岩淵宏子｢セクシュアリティの政治学への挑戦｣ (新フェミニズム批
評の会編『『育種』を読む』 (学費書林1998年p.316)
21)折井美耶子『資料　性と愛をめぐる論争』(ドメス出版､1991年p.284)
22)菅野聡美は『消費される恋愛論』 (pp171-181)で,男性知識人たちが
恋愛論に過熱した季節,つまり大正期の恋愛ブームにおける女性不在
107
を指摘する｡恋愛論ブームに女性陣が参与しなかった理由の一つとし
て､彼女たちの体験主義に基づく議論の立て方をあげている｡彼女た
ちの｢体験主義｣とは､問題設定のみならず論理展開自体が自身の体
験暴露ないしは体験肯定であるため､物事を考察分析する論理性に欠
けているという指摘だが､その一方で､これは男性の論理の弱点とも
なりうるという｡すなわち､｢実生活とは無縁な机上の空論となるか､
実生活と論理は別というダブル･スタンダード｣になると指摘してい
る｡
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